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研究成果の概要（和文）： 

 日本有数のダイビング・スポットである沖縄県慶良間海域の保全活動について調査を行った。
フィールドワークとインタビュー調査を用いて、現場に赴き関係者に話をうかがった。観光化
と環境保全との間に揺れる慶良間海域上の二つの自治体は、環境省などが推進する「エコツー
リズム推進法」によって、海域の利用のルールを定め、観光収入の獲得と環境保全を両立しよ
うと計画を進めている。しかし、この試みは順調には進んでいない。この理由は、自治体内で
の業者間、行政との間の合意、そして、沖縄本島側との交渉ともうまくは運んでいない。今後
の動向に注目していく必要がある。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  I investigated it about maintenance activity of "KERAMA" in OKINAWA which was a major 
diving spot in Japan. I proceeded to the spot and, with fieldwork and interview 
investigation, heard a story from the person concerned. Two autonomies on "KERAMA" shaking 
between sightseeing and environmental safeguard establish a rule of the use of the sea 
area by "the eco-tourism promotion law" that Ministry of the Environment promotes and 
can go ahead through the plan to balance acquisition and the environmental safeguard of 
the sightseeing income. However, this trial does not advance smoothly. It is delicious 
and does not carry it with the supplier interval in the autonomy, an agreement between 
the administration and the negotiations with the main island of OKINAWA side either. It 
is necessary to pay attention to a future trend. 
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１．研究開始当初の背景 
 慶良間海域は、透明度の高い海と、豊かな
サンゴ礁、多様な生物をもつ日本有数のダイ
ビング・スポットである。しかし、ダイバー
の増加と、サンゴの白化・オニヒトデの食害
によって、その観光資源が失われつつあった。
ダイビング・ポイントの保全、つまりサンゴ
の保全をしつつ、観光収入を一定水準維持す
るためにはどうすればいいのか、この問題に、
座間味・渡嘉敷両村は頭を悩ませてきた。 
 1980 年まで過疎化が続いてきた座間味村
は、近海のサンゴ礁と豊かな生物群を、当時
日本全国でブームに成りつつあった、スクー
バ・ダイビングのために利用し、観光化を推
し進めてきた。ところが 1990 年代後半から、
海洋観光資源であるサンゴの劣化が、人為
的・自然発生的に目立つようになった。ダイ
ビング・ポイントのオーバーユースや、サン
ゴの白化、オニヒトデの食害であった。 
 また同時に、沖縄本島から座間味近海にダ
イビング客を連れて潜るダイビング業者と
の競争にも頭を悩ませることになる。 
 
 
２．研究の目的 
 この問題に対して、二つの自治体がとった
選択は、慶良間海域を保全しつつ、その利用
を制限する方法であった。このため、ラムサ
ール条約への海域の登録、エコツーリズム推
進法の導入へと動いていくことになる。 
 エコツーリズム推進法では、慶良間海域の
水深 30 メートルまでの海中に存在するサン
ゴを、特定観光資源として指定し、その保全
と利用を定めていくことになる。 
 しかし、この導入は順調には進んでいない。
地元自治体内での、業者間の利害対立、エコ
ツーリズム推進法に対する地元自治体（役
場）と各省庁との調整、それに加えて、慶良
間海域を利用する沖縄本島側のダイビング
業者との利害対立とその調整である。 
 研究の目的は、これら複雑なエージェンシ
ーが絡み合った社会問題に対して、社会調査
によって明らかになった知見から、問題の解
決案を提起することにある。サンゴの保全と
利用という問題であるが、それは単にサンゴ
という生物の保全に関わるのではなく、サン
ゴを観光資源として利用する人々の生活に
関わっていくことになる。この点において、
社会学的な調査と知見が、問題の解決に役立
つことになる。 
 
 
３．研究の方法 
 フィールドワークによる観察と、当事者へ
のインタビュー調査による。また、日本各地
の著名なダイビング・スポットでどのような
ポイントの利用や保全、利害調整が行われて

いるのかを比較・研究する。 
 具体的には、座間味・渡嘉敷のダイビング
業者、慶良間自然環境保全会議の役員、地元
自治の関係者、各省庁の関係者、慶良間海域
を利用する沖縄本島側のダイビング業者、そ
して慶良間海域を利用するダイバーたちへ
の聞き取り調査を行った。 
 また、比較対象として、石垣、宮古、与那
国を対象に、ダイビング業者の成り立ちと、
海の利用について、比較調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 研究成果は、以下の通りである。①ダイビ
ング・ポイントにおける保全活動の実態の解
明、②観光資源としてのサンゴ礁の利用状況
の解明、③ダイバーたちの行為分析、④ダイ
ビング業者間におけるコンフリクトの解明、
⑤エコツーリズム推進法の導入の経緯と進
捗状況の解明。順に説明する。 
①ダイビング・ポイントにおける保全活動の
実態の解明については、保全にはいくかの方
法があった。一つは、オニヒトデやシロレイ
シガイダマシなど、サンゴを食べる動物の駆
除活動である。2001 年頃のオニヒトデの大発
生から、毎年駆除活動が行われている。2009
には、オニヒトデはほとんど駆除されていな
い。駆除活動は、座間味・渡嘉敷の両村のダ
イビング・ショップが持ち回りで駆除活動を
行っている。もう一つは、ダイビング・ポイ
ントの利用休止である。あまりに、サンゴの
損壊が激しい場合は、ポイントの利用停止を
決め、ダイバーが利用できなくする。その期
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間は、一年から三年など、ポイントの回復度
による。また、サンゴの保全とサンゴの産卵
場所の確保を理由に、半永久的にポイントの
利用を禁止した場所もある。 
②観光資源としてのサンゴ礁の利用状況

の解明については、ニシバマなどの有名ポイ
ントでは、オーバーユースを避けるために、
ブイを設置し、一度に利用できる船とダイバ
ー数を制限している場所もある。こうした場
所が、座間味村のダイビング・ポイントだけ
で、2009 年現在 8 カ所ある。また、ダイバー
に対しては、サンゴに接触しない、砂を巻き
上げないなどのマナーについて、啓蒙活動を
行っている。 
③ダイバーたちの行為分析については、ダ

イバーへの聞き取りや参与観察から、スクー
バ・ダイビングが優れたレジャー活動の要素
を持ち、遊びとして有意義な行為として成り
立っていることを明らかにした。カイヨワの
「遊び」の概念、チクセントミハイの「フロ
ー体験」の分析から、ダイバーにとって、ス
クーバ・ダイビングは優れたレジャーであり、
また体験であること、そして、その行為自体
が現代社会の中で存在論的安心感をダイバ
ーに与えていることを分析している。 
④ダイビング業者間におけるコンフリク

トの解明については、地元である座間味・渡
嘉敷の両村と、沖縄本島のダイビング業者と
の軋轢である。1990 年代に、船が大型化し、
慶良間海峡を渡って、沖縄本島のダイビング
業者がダイバーを連れて、両村の近海で潜る
ようになる。地元のダイビング業者はこれを
歓迎せず、漁協を通して公式に、あるいは口
頭での非公式な退去勧告を行うことになる。
しかし、公共資源の海の利用を主張する本島
側のショップはこれを受け入れず、軋轢は今
も残ったままである。今回のエコツーリズム
推進法の導入もこの流れの延長線上にある。
話し合いの解決はまだなされていないが、現
在のところ、両村の内海は地元業者、外海は
本島の業者という、棲み分けは一応できてい
る。つまり、慶良間海域で、地元業者と本島
の業者が同じポイントを利用することはな
くなっている。エコツーリズム推進法は、こ
の曖昧な棲み分けを、地元業者が海域の利用
権を法によって、正当化する狙いがあると言
える。 
⑤エコツーリズム推進法の導入の経緯と

進捗状況の解明については、2003 年から沖縄
県は、未来の観光モデルとして、エコツーリ
ズムを推進してきた。2007 年に成立したこの
法律を巡って、2008 年からの施行を、座間
味・渡嘉敷の両村が推し進めてきたが、2010
年 4 月の段階でも、成立の見込みはたってい
ない。その理由として、さまざまな要因があ
げられるが、３つ大きな問題点をあげておこ
う。一つめは、地元自治体の中での合意が得

られていないことにある。保全を理由に入域
制限を行うことはダイバー人数の制限、つま
り収入源につながることもその理由の一つ
である。二つめは、地元業者と本島業者との
交渉がうまくいっていない点である。本島業
者が慶良間海域を利用する際には、地元自治
体の保全協会に加入し、その会員と成らなけ
ればならない。その加入の条件も決まってい
ない。三つめは、事務局の問題である。事務
局設置の経費と、監視活動、保全活動と利用
状況の毎年ごとの報告書の作成と提出であ
る。どこに設置すべきかについて、まだ決ま
っておらず、またその経費を誰が負担するか
も決まっていない。 
結果的に、エコツーリズム推進法は、まだ

導入過程にある。その理由は、利害対立と、
導入によって得られるはずの利益の配分に、
十分な合意ができていないためである。保全
活動を理由に、本島側の業者を排除しようと
する島側と、公平な海域利用を訴える本島側
との溝は埋まらないままにある。「海は誰の
者か」という問題をもう一度考え直さなけれ
ばならない。海域保全と観光利用という相矛
盾する問題を解決しようとするとき、その結
果、誰が利益を得て、誰が損失を被るのかを、
冷静に考え直していかねばならない時期に
ある。 
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